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鹿部町議会だより （２）

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２９

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て
（
２
件
）

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
、
９

月
　
日
付
け
で
歳
入
歳
出
そ
れ

１７
ぞ
れ
２
２
２
万
６
千
円
、
９
月

　
日
付
け
で
５
０
８
万
円
の
追

２８加
を
し
、
予
算
総
額
を
　
億
６

２９

７
０
０
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
９
月
　
日
か
ら
　

１７

１８

日
に
か
け
て
北
海
道
に
上
陸
し

た
台
風
　
号
に
伴
う
応
急
費
用

１８

等
及
び
、
９
月
　
日
に
解
散
し

２８

た
衆
議
院
の
選
挙
事
務
費
用
を

追
加
補
正
し
た
も
の
で
す
。

◆
鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
鹿
部
町
教
育
長
の
給
与
、
勤

務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
鹿
部
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一

般
職
の
給
料
を
平
均
０
．
２
％

引
上
げ
、
期
末
勤
勉
手
当
の
支

給
率
を
　
分
の
　
引
上
げ
る
改

１００

１０

正
と
、
一
般
職
の
期
末
勤
勉
手

当
の
支
給
率
引
上
げ
に
伴
い
、

特
別
職
及
び
教
育
長
の
期
末
手

当
を
　
分
の
　
引
上
げ
る
も
の

１００

１０

で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２９

　
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
２

５３

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

　
億
６
６
４
７
万
３
千
円
と
し

２９ま
し
た
。

　
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴

う
職
員
給
与
費
の
追
加
及
び
一

般
職
員
の
特
別
職
へ
の
異
動
な

ど
に
よ
る
減
額
、
更
生
医
療
給

付
費
の
増
に
伴
う
追
加
が
主
な

も
の
で
す
。

 

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
国
民
健

２９

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
７

９
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
　
億
３
８
１
１
万
５
千

１０

円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
平
成
　
年
度
国
庫
負

２８

担
金
償
還
金
、
医
療
費
の
増
加

に
伴
う
高
額
療
養
費
の
追
加
が

主
な
も
の
で
す
。

　◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
介
護
保

２９

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
６

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
４
億
１
８
４
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
平
成
　
年
４
月
の

３０

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
う
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
の
改

修
及
び
申
請
件
数
の
増
加
に
よ

る
認
定
調
査
費
に
係
る
補
正
で

す
。
　◆

平
成
　
年
度
鹿
部
町
後
期
高

２９

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
万
２

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

５
１
３
７
万
８
千
円
と
し
ま
し

承

認

補

正

予

算

条

例

●１２月７日～１２月８日（会期は２日間で、実日数は１日間開催）
巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣

欽
欽
欽

　今定例会は、町長行政報告、一般質問の後に承認２件、条例３件、補正予算５件、

の審議を行い、全て原案のとおり可決、承認され会期を１日残して閉会しました。

た
。
　
内
容
は
、
前
年
度
決
算
剰
余

金
の
繰
越
で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
水
道
事

２９

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
収
益
的
支
出
に
　
万
９
千
円

１４

を
追
加
し
、
総
額
９
４
３
１
万

１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
給
与
条
例
改
正
に

よ
る
給
与
の
追
加
で
す
。



鹿部町議会だより（３）

一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

　
役
場
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
等

の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
財

源
措
置
を
含
め
た
将
来
の
更
改

計
画
の
策
定
が
急
が
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
水
道
設
備
を
含
め
た
公
共
施

設
の
全
体
状
況
を
把
握
し
た
う

え
で
、
こ
の
人
口
減
少
が
進
む

中
で
の
長
期
的
な
視
点
か
ら
の

更
新
や
統
廃
合
、
長
寿
命
化
等

の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
と
し
て
の
考
え

方
、
検
討
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
昭
和
　
年
代
以

４０

降
、
建
築
施
設
や
、
道
路
、
上

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
い

将
来
多
額
の
維
持
更
新
費
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に

維
持
更
新
費
を
適
正
な
水
準
に

抑
え
て
い
く
か
が
、
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
公
共

施
設
等
の
整
備
及
び
維
持
管
理

を
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
る
と

と
も
に
将
来
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
公
共
施
設
等
の
利

活
用
促
進
や
統
廃
合
等
の
取
組

の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
鹿

部
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
平
成
　
年
度
に
策
定
し
、

２８

現
在
、
基
本
方
針
で
あ
る
施
設

保
有
量
の
適
正
化
、
長
寿
命
化

の
推
進
、
既
存
施
設
の
有
効
活

用
に
基
づ
き
、
個
別
の
施
設
計

画
を
検
討
す
る
段
階
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
等
の
更
新
・
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、
削
減
・
統
廃
合
・
複

合
化
が
必
要
で
あ
り
、
総
合
的

か
つ
大
局
的
見
地
か
ら
配
置
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま

ち
の
明
確
な
将
来
像
を
議
員
の

皆
様
初
め
町
民
皆
様
方
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
協
議
、

検
討
し
、
土
地
利
用
・
施
設
配

置
の
方
針
、
道
路
等
の
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
整
備
方
針
を
整
理
し

た
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

策
定
し
、
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
個
別
施
設
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
合
理
的
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
現
在
、
第
５
次
鹿
部

町
総
合
計
画
や
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

推
進
に
あ
た
っ
て
も
、
町
の
将

来
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
た
う

え
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
の
で
、
早
急
に

土
地
利
用
基
本
構
想
、
町
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
に
着
手

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

役
場
庁
舎
及
び
消
防
庁
舎
で
す

が
、
建
物
の
老
朽
化
に
加
え
、

耐
震
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

人
命
に
関
わ
る
建
物
被
害
が
発

生
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
ま
た
、

北
海
道
が
作
成
し
た
津
波
浸
水

予
測
図
で
は
、
津
波
浸
水
区
域

に
位
置
し
、
地
震
時
の
安
全
性

と
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
早
急
な

対
応
が
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、

優
先
順
位
の
最
高
位
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

　
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
等
の

更
新
に
は
、
民
間
か
ら
の
積
極

的
な
提
案
を
促
す
事
が
大
事
だ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
町
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ

を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　

　
町
と
し
て
の
考
え
方
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
は
開
示
の
希
望
が
あ
れ

ば
対
応
し
ま
す
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
デ
ー
タ
の
開

示
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
の
開
示
が

必
要
だ
と
思
う
た
め
、
担
当
課

と
技
術
面
、
費
用
面
の
検
討
を

し
、
前
向
き
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
 

■
答
弁
の
要
約

　
土
地
利
用
基
本
構
想
や
町

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策

定
に
着
手
し
て
い
く
。

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長

■
再
質
問
の
要
約

（
質
問
者
）

髙
　
橋
　
茂
　
夫
　
議
員

髙橋茂夫　議員

老
朽
化
し
た
公
共
施
設

等
の
更
改
計
画
に
つ
い

て

■
再
答
弁
の
要
約

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長



鹿部町議会だより （４）

一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

　
近
年
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
様
々
な
災
害
が
全
国
各
地

で
発
生
し
、
尊
い
命
や
財
産
を

奪
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
幸
い
に

も
人
的
被
害
が
な
い
も
の
の
、

財
産
の
被
害
が
毎
年
発
生
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
事
前
の

備
え
と
訓
練
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま

す
。

１
　
災
害
備
蓄
品
の
現
状
と
今

　
　
後
の
備
蓄
計
画
に
つ
い
て

２
　
防
災
訓
練
の
現
状
と
今
後

　
　
の
展
開
に
つ
い
て

　
質
問
い
た
し
ま
す
。

　
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、
災

害
対
策
基
本
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
鹿
部
町
地
域
防
災
計
画
を

作
成
し
、
本
町
の
防
災
の
万
全

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
災
害
時
に
お
い

て
避
難
者
の
最
低
限
の
生
活
を

確
保
す
る
た
め
の
食
料
や
防
災

資
機
材
等
を
備
蓄
し
て
い
ま
し

た
が
、
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、

平
成
　
年
度
に
策
定
し
た
鹿
部

２８

町
防
災
備
蓄
計
画
に
基
づ
き
、

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
避
難
所
用
投
光

器
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

購
入
し
、
本
年
　
月
末
現
在
、

１１

食
料
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
８

５
０
食
、
ラ
ー
メ
ン
１
５
０
０

食
、
缶
詰
パ
ン
１
５
０
０
食
。

生
活
必
需
品
と
し
て
毛
布
約
６

９
０
０
枚
、
畳
約
２
８
０
０
枚
。

防
災
資
機
材
で
は
、
土
の
う
袋

約
１
８
０
０
枚
、
投
光
器
４
台
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
　

台
、
パ
ー

２０

テ
ー
シ
ョ
ン
１
０
０
張
な
ど
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
備
蓄
品
は
、
旧
青
少
年
会
館

の
ほ
か
、
災
害
時
に
速
や
か
に

配
分
で
き
る
よ
う
、
各
指
定
避

難
所
等
に
分
散
し
て
保
管
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
備
蓄
計
画
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で

２８

３４

の
７
年
間
で
、
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
当
該
事
業
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
の
地
域
づ
く
り
総

合
交
付
金
を
活
用
し
て
お
り
、

事
業
費
の
２
分
の
１
の
交
付
が

受
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
防
災
訓
練
の
現
状
と
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
、
本
町
で
は
、

毎
年
度
１
回
以
上
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
津
波
避
難
活
用
情

報
の
再
確
認
や
確
実
な
情
報
伝

達
の
検
証
な
ど
を
目
的
に
、
地

震
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
町
内
会
長
始
め
、
防
災
部
長
、

各
事
業
所
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、

約
７
０
０
名
の
参
加
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
毎

年
度
１
回
以
上
の
実
施
を
基
本

と
し
、
火
山
噴
火
訓
練
や
地
震

津
波
避
難
訓
練
等
を
計
画
的
に

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
備
蓄
品
は
、
長
期
化
し
た
場

合
で
も
、
こ
の
計
画
で
間
に
合

う
で
し
ょ
う
か
。
全
国
の
災
害

状
況
を
見
る
と
、
１
～
２
カ
月

の
た
め
、
計
画
の
見
直
し
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
備
蓄
品
等
の
内
容
と
賞
味
期

限
、
土
の
う
袋
に
つ
い
て
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
般
の
人
や
各
種
企
業
の
人

た
ち
が
集
ま
る
よ
う
に
訓
練
し

な
け
れ
ば
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、
職
員
だ
け
で
対
応
で
き

な
い
と
思
う
た
め
、
町
民
の
協

力
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
民
間
企
業
や
漁
協
、

加
工
協
と
協
定
を
結
び
、
災
害

時
に
対
応
し
て
も
ら
う
方
法
を

考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

　
鹿
部
町
地
域
防
災
計
画
及
び

防
災
備
蓄
計
画
の
内
容
を
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

佐藤頼幸　議員

災
害
対
応
に
つ
い
て

■
答
弁
の
要
約

　
鹿
部
町
地
域
防
災
計
画
及

び
防
災
備
蓄
計
画
に
基
づ

き
、
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
（
質
問
者
）

佐
　
藤
　
頼
　
幸
　
議
員



鹿部町議会だより（５）

一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

　
備
蓄
計
画
の
目
標
数
値
は
、

駒
ヶ
岳
の
火
山
噴
火
災
害
を
想

定
し
て
、
第
一
次
避
難
区
域
で

あ
る
本
別
地
区
と
観
光
客
の
１

５
０
０
人
を
対
象
に
、
１
日
三

食
で
３
日
間
を
基
本
と
し
、
避

難
者
の
持
参
率
や
、
町
内
の
商

店
等
の
流
通
在
庫
等
を
加
味
し

て
、
行
政
で
備
蓄
す
る
数
を
　５０

％
で
積
算
し
て
い
ま
す
。

　
備
蓄
品
の
ラ
ー
メ
ン
、
缶
詰

パ
ン
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
全
て
保

存
期
間
は
５
年
間
で
す
。

　
賞
味
期
限
が
１
年
を
切
っ
た

も
の
は
、
防
災
教
育
や
訓
練
で

配
付
を
し
て
、
廃
棄
数
を
減
ら

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
備
蓄
品
は
、
飲

料
水
２
リ
ッ
ト
ル
を
１
２
０
本

と
粉
ミ
ル
ク
等
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

　
土
の
う
袋
に
砂
を
詰
め
た
も

の
は
、
約
２
０
０
袋
を
整
備
し
、

防
災
資
機
材
の
主
な
も
の
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
４
台
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
　
台
、
防
じ
ん
マ

２０

ス
ク
、
防
じ
ん
め
が
ね
各
１
０

０
個
、
懐
中
電
灯
　
個
、
小
型

４４

発
電
機
５
台
、
非
常
用
発
電
機

３
台
、
屋
外
用
投
光
器
１
台
、

屋
内
用
投
光
器
６
台
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
各
団
体
と
協
定
等
を
締
結
し
、

北
海
道
が
締
結
し
て
い
る
団
体

か
ら
も
協
力
を
得
ら
れ
る
体
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
株
式
会
社
ツ

ル
ヤ
と
の
物
資
等
の
供
給
の
協

定
、
鹿
部
建
設
業
協
会
と
応
急

対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
で
す
。

　
鹿
部
町
地
域
防
災
計
画
の
主

な
内
容
は
、
災
害
発
生
時
、
ま

た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
、
必
要
な
防
災
組
織
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
の
未
然
防
止
と

被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
施

設
の
新
設
及
び
改
善
等
災
害
予

防
に
関
す
る
こ
と
、
災
害
が
発

生
し
た
場
合
の
給
水
、
防
疫
、

食
料
供
給
等
に
関
す
る
こ
と
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
防
災
備
蓄
整
備
計
画
の
内
容

は
、
食
料
品
や
防
災
資
機
材
等

の
目
標
値
を
定
め
て
お
り
、
ア

ル
フ
ァ
化
米
で
は
、
平
成
　
年
３２

度
ま
で
に
２
３
０
０
食
を
整
備

す
る
計
画
と
し
て
、
不
足
す
る

分
を
計
画
期
間
に
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
防
災
資
機
材
等
に
つ
い

て
も
発
電
機
や
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー

タ
ー
等
各
施
設
で
必
要
と
す
る

数
を
想
定
し
て
お
り
、
不
足
す

る
部
分
を
計
画
期
間
の
７
年
間

で
整
え
て
い
く
計
画
で
す
。

　
食
料
品
の
備
蓄
は
賞
味
期
限

や
保
管
場
所
、
費
用
の
関
係
も

あ
り
、
避
難
者
が
持
参
す
る
部

分
も
含
め
て
そ
の
後
、
北
海
道
、

国
、
民
間
の
企
業
か
ら
の
支
援

を
加
味
し
た
中
で
の
３
日
間
と

想
定
を
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と

い
う
の
が
防
災
の
基
本
で
あ
る

た
め
、
皆
さ
ん
に
意
識
の
高
揚

を
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
促
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
加
工
組
合
や
漁
協
な
ど
人
数

の
多
い
企
業
と
の
協
定
に
関
し

て
も
、
本
人
た
ち
も
被
災
し
て

い
る
当
事
者
だ
と
い
う
こ
と
も

考
え
、
人
材
の
派
遣
な
ど
に
関

し
て
、
改
め
て
協
定
を
結
ぶ
必

要
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も

担
当
課
と
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地震津波避難訓練

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
（
答
弁
者
）

工
　
藤
　
総
務
・
防
災
課
長

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
（
答
弁
者
）

大
　
村
　
師
　
正
　
副
町
長

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長

 



鹿部町議会だより （６）

一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

　
あ
る
町
民
の
方
か
ら
町
外
に

居
住
し
て
い
る
町
職
員
か
ら
町

民
税
を
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
、
と
い
っ
た
質
問
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
町
の
財
政
を
心
配
し

た
貴
重
な
意
見
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
方
は
町
職
員
の
給
与
を

町
民
が
納
め
る
税
金
か
ら
払
い
、

他
の
自
治
体
に
町
民
税
を
納
め

て
い
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か

と
い
う
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
憲
法
第
　
条
で
は
居
住
の
自

２２

由
は
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

他
市
町
の
職
場
に
通
い
な
が
ら

鹿
部
町
に
町
民
税
を
納
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
大
勢
お
ら
れ

る
訳
で
、
相
身
互
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

町
外
か
ら
通
っ
て
い
る
職
員
数

と
、
そ
の
方
た
ち
が
鹿
部
町
に

町
民
税
を
納
め
る
と
し
た
ら
ど

の
位
の
金
額
に
な
る
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

　
次
に
、　

月
１
日
避
難
訓
練

１１

が
行
わ
れ
、
多
く
の
職
員
が
対

応
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、

予
め
準
備
を
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
素
晴
ら
し
い
対
応
が
で
き
て

い
た
と
思
い
ま
す
。　

　
し
か
し
な
が
ら
、
鹿
部
町
は

い
つ
噴
火
し
て
も
お
か
し
く
は

な
い
駒
ヶ
岳
を
抱
え
、
地
震
津

波
な
ど
の
天
災
は
い
つ
襲
っ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
時
に
町
外
に
お

住
ま
い
の
町
職
員
の
方
々
は
、

素
早
く
そ
の
職
責
を
全
う
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
町
外
に
お
住
ま

い
の
職
員
の
方
た
ち
を
強
制
的

に
町
内
に
転
居
さ
せ
る
の
は
、

先
に
述
べ
た
憲
法
上
の
制
約
、

そ
の
方
た
ち
の
家
庭
内
の
事
情

も
あ
っ
て
不
可
能
な
こ
と
だ
と

は
思
い
ま
す
。

　
鹿
部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
な
か
に
、

移
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
し
ま

す
と
あ
り
、
こ
の
施
策
も
大
変

重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
身
近
な
町
外
に
居
住
す
る

町
職
員
が
町
内
へ
の
転
居
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
な
に
か
で

き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
長
に
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
町
外
か
ら
通
勤
し
て
い
る
職

員
の
数
は
　
名
で
、
通
勤
し
て

１４

い
る
職
員
が
鹿
部
町
に
町
民
税

を
納
め
る
と
し
た
ら
、
単
純
計

算
で
平
均
　
万
３
千
円
、
通
勤

１１

者
全
体
で
１
６
０
万
円
程
度
と

試
算
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
町
外
居
住
者
が
２
割

弱
の
状
態
で
は
、
人
事
配
置
の

調
整
が
可
能
で
、
町
外
居
住
者

は
、
地
震
以
外
の
災
害
に
つ
い

て
は
、
気
象
予
報
等
か
ら
各
自

で
判
断
し
召
集
指
示
以
前
に
町

内
で
待
機
す
る
な
ど
個
々
に
対

策
を
講
じ
て
い
て
、
初
動
期
対

応
に
支
障
の
な
い
状
況
で
す
。

　
最
近
は
、
総
務
・
防
災
課
職

員
が
参
集
し
た
時
点
で
、
情
報

提
供
さ
れ
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
の
で
、
自
身
が
招
集
さ
れ

る
前
に
鹿
部
町
へ
向
か
う
な
ど

の
対
応
を
可
能
と
し
て
い
る
た

め
、
現
状
で
は
問
題
な
く
対
応

で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
町
に
住
ん
で
い
た
だ
く
た

め
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
移
住
、

定
住
対
策
や
職
員
の
町
外
居
住

対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
ま
、

日
本
全
体
で
熾
烈
な
争
い
が
行

わ
れ
て
い
る
人
材
確
保
の
問
題

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。　

　
こ
れ
は
、
役
場
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
職
種
で
起
こ
っ
て
い

る
問
題
で
、
地
方
は
非
常
に
危

機
的
状
況
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
目
指
す
べ
き
こ
の
ま
ち
の
か

た
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

良
い
人
材
確
保
に
、
１
日
で
も

早
く
、
考
え
ら
れ
る
全
て
の
手

立
て
を
講
じ
て
対
策
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
へ
の
投
資
は
何
物
に
も
勝

る
と
考
え
、
地
域
経
済
の
好
循

環
を
生
む
も
の
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
人
は
財
産
、
人
財

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
町

の
職
員
に
本
町
を
終
の
棲
家
と

し
て
選
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

住
環
境
整
備
や
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
構
築
、
職
場
環
境
や
待

遇
改
善
な
ど
健
全
財
政
を
堅
持

で
き
る
範
囲
に
お
い
て
、
議
員

皆
様
を
初
め
幅
広
く
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

吉　英樹　議員

町
職
員
の
町
外
居
住
に

つ
い
て

■
答
弁
の
要
約

　
住
環
境
整
備
等
に
つ
い
て

幅
広
く
協
議
を
進
め
た
い
。

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長



鹿部町議会だより（７）

一
　
 
般
　
 
質
 
　

問

　
　
名
の
町
民
税
１
６
０
万
ほ

１４
ど
の
他
に
通
勤
手
当
も
か
か
っ

て
お
り
、
決
し
て
少
な
く
な
い

数
字
で
す
。

　
駒
ヶ
岳
噴
火
の
予
兆
は
、
こ

れ
ま
で
直
前
で
、
噴
火
が
起
き

た
場
合
、
国
道
、
道
道
大
沼
公

園
鹿
部
線
が
通
行
止
め
に
な
っ

た
と
き
に
町
外
居
住
の
職
員
は
、

来
る
手
立
て
が
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
町
外
居
住
の
若
い
職
員
が
、

鹿
部
に
住
ん
で
い
た
ら
、
少
子

高
齢
化
に
対
し
て
も
幾
ば
く
か

の
後
押
し
に
な
る
の
で
は
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
町
職
員
住
宅
の
整
備
状
況
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

不
足
し
て
い
る
場
合
、
職
員
住

宅
を
整
備
す
る
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。

　
町
と
し
て
整
備
が
難
し
い
場

合
に
、
民
間
の
力
を
借
り
る
方

法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
際
、
町
有
地
等
を
安
い
価
格

で
貸
し
て
後
押
し
す
る
考
え
や
、

民
間
で
ア
パ
ー
ト
や
住
居
を
整

備
し
た
も
の
を
一
括
町
で
借
り

て
町
職
員
住
宅
と
し
て
提
供
す

る
よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
お
伺

い
し
ま
す
。

　
噴
火
時
に
大
規
模
な
災
害
が

起
き
た
場
合
、
職
員
が
初
動
期

に
で
き
る
こ
と
も
限
ら
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　
町
外
居
住
職
員
が
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
協
定

を
結
ん
で
い
る
町
等
と
連
携
を

と
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
く
考
え
で
い
ま
す
。

　
現
在
は
２
割
の
町
外
居
住
職

員
が
７
割
８
割
に
な
っ
た
時
点

で
は
対
応
が
と
れ
な
く
な
る
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
手
立
て
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
住
宅
の
整
備
状
況
は
　
戸
ほ

５０

ど
で
、
７
戸
ほ
ど
空
い
て
い
ま

す
。
　
住
環
境
整
備
は
、
す
で
に
議

論
し
て
お
り
、
財
政
を
考
え
て
、

複
数
の
住
宅
を
建
設
す
る
の
が

厳
し
い
場
合
に
、
民
間
の
方
に

建
て
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
借

り
上
げ
る
方
法
が
よ
い
と
い
う

考
え
は
あ
り
ま
す
が
、
相
手
の

あ
る
こ
と
の
た
め
、
今
後
担
当

と
話
し
合
い
、
早
め
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
再
質
問
の
要
約

（
質
問
者
）

吉
　
　
　
英
　
樹
　
議
員

■
再
答
弁
の
要
約

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長
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恐

況

挟

狭

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭
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教
教

橋
橋

◇民生文教構成委員

　委 員 長　船橋　敦子

　副委員長　髙橋　茂夫

　委　　員　佐藤　頼幸

　委　　員　千葉　光義

　委　　員　中川　　一

◇調査年月日

　平成２９年１０月３０日

◇調査事件

　鹿部町学校給食センターの視察について

◇調査方法

　担当課より提出された関係資料に基づき説明を受け、

現地調査を実施した。

◇調査結果

■施設の概要

　昭和４０年４月に開始した学校給食は、昭和５３年１２月に給食センターを現在地に新築移転している。

　現施設は、昭和５３年１１月３０日に完成し、構造・面積は、鉄筋コンクリート４３１．８７㎡、調理能力は１日１，５００

食となっている。

■運営方式

　「学校給食センター運営委員会」が運営主体で、会計方式は私会計である。

　運営委員の構成は、対象学校長２名、学校医療関係者１名、学校ＰＴＡ会長２名、学校ＰＴＡ推薦の地

域代表８名、公立幼稚園代表２名の計１５名となっている。

　運営委員会は特別な場合を除き、年３回開催している。（収支状況、予算、決算の認定、衛生管理、献

立作成、物資選定について協議）

■給食費（平成２６年度改正）

　小学校　月額３，８００円（１食単価２４０円）年額４万５，６００円

　中学校　月額４，９００円（１食単価３０９円）年額５万８，８００円

　幼稚園　月額３，１００円（１食単価２５６円）年額３万７，２００円

■地場産品の使用状況（平成２８年度）

　地場産の食材を学校給食に使用することで、子供たちがより身近に地域の食文化について理解を深める

ことができる。

　ホタテ：５３㎏（５万４，４００円）

　たらこ：１５㎏（４万６，７００円）

　た　こ：２８㎏（４万３，２００円）

※この他、漁協から鮭、スケソウの食材提供や子供たちとの対話による献立作成が行われている。

 

　学校給食センター運営委員会については、給食センターが安定的に運営されていることから、運営委員

会の構成人員縮小など見直しの検討が必要である。

　施設の視察では、衛生管理、安全管理が定着していることが確認できたため、引き続き安心安全な運営

を継続することを望むものである。

調査風景
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恐

況

挟

狭

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教

橋
橋

◇総務経済構成委員

　委 員 長　吉　　英樹　　

　副委員長　三谷百十樹

　委　　員　野田　重毅　　

　委　　員　浦　　梅吉　　

　委　　員　川村　裕司

◇調査年月日

　平成２９年１１月８日

◇調査事件

　入札に係る執行状況について

◇調査方法

　担当課より提出された関係資料に基づき説明を受け、

調査を実施した。

◇調査結果

　平成２８年度の建設工事入札執行状況及び平成２９年度１０月末現在の建設工事入札執行状況について、工事

名、落札業者、予定価格、契約金額、参加業者の資料を基に調査した。

　平成２９年度１０月末現在の平均落札率は９６．９４％となっている。

　

　現在、入札について予定価格の事前公表を行っているが、平成３０年１月から試験的に行う予定価格の事

後公表により、落札率が下がることを期待するものである。

調査風景

平成２９年１０月～平成３０年１月　本会議及び各委員会等の出席状況
（○は出席、×は欠席、△は遅刻・早退、―は該当なし）

川
村
　
裕
司

三
谷
百
十
樹

佐
藤
　
頼
幸

浦
　
　
梅
吉

中
川
　
　
一

船
橋
　
敦
子

野
田
　
重
毅

千
葉
　
光
義

吉
　
　
英
樹

髙
橋
　
茂
夫

会　　　議

――△―○○―○―○民生文教常任委員会所管事務調査（１０／３０）

○○―○○―○―○―総務経済常任委員会所管事務調査（１１／８）

―――○○○―○―○議会運営委員会（１１／１７）

―――○○○―○―○議会運営委員会（１２／４）

○○○○○○○○○○平成２９年第４回定例会（１２／７）

○○―○○―○―○―総務経済常任委員会（１２／７）

――○―○○―○―○民生文教常任委員会（１２／７）

―――○―○―○―○議会運営委員会（議会だより編集）（１／１６）
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　　　２日　鹿部町まち・ひと・しごと創生総合

戦略有識者会議 （関係議員）

　　　８日　総務経済常任委員会所管事務調査

 （全委員）

　　　１０日　しかべ幼稚園おゆうぎ会

 （議長及び議員）

　　　１７日　議会運営委員会 （全委員）

　２０～２２日　地方自治法施行７０周年記念式典、渡

島町村議会議長会行政視察、町村議

会議長全国大会 （議長）

　　　２７日　第４回社会福祉法人渡島福祉会理事

会 （議長）

　　　４日　議会運営委員会 （全委員）

　　　　　　第１回鹿部町表彰審議会

 （議長及び関係議員）

　　　　　　第３回南渡島消防事務組合議会定例

会 （関係議員）

　　　７日　第４回定例会 （全議員）

　　　２日　鹿部消防出初式

 （副議長及び議員）

　　　７日　七飯消防出初式 （関係議員）

　　　１６日　議会運営委員会 （全委員）

　　　　　　道立漁業研修所開所２０周年記念式典

 （副議長）

　　　１９日　町内会長交流会 （副議長）

　　　２９日　総務経済常任委員会所管事務調査

 （全委員）

１１月

１２月

１月


